








研究目的 

1)(ZZ)-Bilirubin Ⅸαの photoisomer には,立体異性体として△4 での E 体である

(EZ)-bilirubinⅨα,△15でのE体である(ZE)-bilirubinⅨα,△4,△15の両方のE体であ

る(EE)-bilirubinⅨαがあり,これらを総称して,McDonagh らにより photobilirubin と命

名されている。方,構造異性体として,Bili-rubin の endoviny1 基が 7 位(C-7)へ環形成し

て生じる(EZ)一 cyclobilirubin,その△15 での E 体である(EE)-cyclobilirubin がある。

この経路は,Onishi ら,Stoll らにより報告され,ヒト新生児の光療法の効果においての重

要性は Onishi らにより立証されている。 

そこで著者らは,1)高速液体クロマトグラフィーを用いて従来順相クロマトグラフィーに

よってのみ分離可能であった(EZ)-and(ZE)-bilirubinⅨαの完全分離を逆相クロマトグラ

フィー法により確立する。 

2)光療法開始後 2時間における bilirubin-photoisomer の動態をヒト新生児において検討

する。 

3)その bilirubin-photoisomer の動態と unbound bilirubin の変動との関係を比較検討す

る。 

4)bilirubin-photoisomer の排泄を尿,便において検討する。 

以上によりヒト新生児の光療法における bili-rubin-photoisomer の動態の全貌を解明す

るとともに,臨床的に測定されているperoxidase法によるunbound bilirubin測定値への

bili-rubin-photoisomer の影響を検討することを目的とするものである。 


